
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 専門学校未来ビジネスカレッジ 
設置者名 学校法人 未来学舎 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業専門課程 
クリエイトデザ

イン学科 
 20単位 6単位  

工業専門課程 
ゲームクリエイ

ター学科 
 61単位 9単位  

商業実務専門課程 
ブライダル・ホテ

ル学科 
 42単位 6単位  

商業実務専門課程 
トータルビュー

ティー学科 
 24単位 6単位  

商業実務専門課程 
医歯薬アシスタ

ント学科 
 7単位 6単位  

衛生専門課程 
パティシエ・ブー

ランジェ学科 
 43単位 6単位  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページに公表 http://www.mirai.ac.jp/information/ 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

  

http://www.mirai.ac.jp/information/


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 専門学校未来ビジネスカレッジ 
設置者名 学校法人 未来学舎 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページに公表 https://www.mirai.ac.jp/information/index.html 

 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 会社役員 

令和 7年 6月 5日〜令

和 11 年以内に終了す

る会計年度のうち最

終のものに関する定

時評議員会の終結の

時まで 

経営・マーケティング 

非常勤 会社役員 

令和 7年 6月 5日〜令

和 11 年以内に終了す

る会計年度のうち最

終のものに関する定

時評議員会の終結の

時まで 

経営・財務・企業関係

構築・人事 

（備考） 

 

https://www.mirai.ac.jp/information/index.html


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 専門学校未来ビジネスカレッジ 

設置者名 学校法人 未来学舎 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書作成 

 教育課程（カリキュラム）より学科長を中心に年間授業予定、科目担当者配置を立

案し、副校長・教務部長の承認を得る。承認後、学科長より各科目担当者にシラバス

作成を依頼し、新年度開始前（３月末）までに作成している。 

 

授業計画書公表 

 授業計画（シラバス）は各学科長が取りまとめ、授業開始前の学生オリエンテーシ

ョンの際に年間授業予定（面積図）と各科目別授業計画（シラバス）を学生に配布（紙

又はデータ）して説明をしている。また、ホームページの公表時期は６月下旬として

いる。 

授業計画書の公表方法 
ホームページに公表 

 http://www.mirai.ac.jp/information/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

http://www.mirai.ac.jp/information/


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

◆評価方法規程 

学則 第１０条の１及び２ 単位の認定及び学習評価 

学生の手引き ３．学習について ３成績評価 ①～⑦ 

 

成績評価方法は学生の手引きに記載され、また各科目による細かい基準は各シラバス

に記載されている。 

 

(学生の手引きより) 

①成績評価は原則として科目ごと、その終了時に評価する。ただし、再試験により評

価しなおすことがある。また、同一名称であっても、末尾に１・２または、Ａ・Ｂ等

の記号の付されているものは、それぞれ別の科目として取り扱う。 

②成績評価は、原則として下記「評価基準」に基づいて絶対評価又は相対評価にて行

う。 

③評価基準 

 ａ．成績評価はＳ(秀)，Ａ(優)，Ｂ(良)，Ｃ(可)，Ｄ(不可)の５段階とする。 

 ｂ．当該科目終了時の、確認試験、中間試験、平素の授業態度、出科率、検定取得

状況、ホームワーク状況及び各学科における科目重要度等による総合成績。 

 

＜絶対評価＞ 概ね以下の基準に従って評価する。 

Ｓ(秀)評価  ：③ｂの成績が特に優秀な者（到達目標の９割以上） 

Ａ(優)評価  ：③ｂの成績が優秀な者（到達目標の８割以上９割未満） 

Ｂ(良)評価  ：③ｂの成績が良好な者（到達目標の７割以上８割未満） 

Ｃ(可)評価  ：③ｂの成績がやや劣る者（到達目標の６割以上７割未満） 

Ｄ(不可)評価 ：以下の各項に該当する者 

（１）③ｂの成績が著しく劣る者 

（２）授業態度、学習意欲が著しく劣る者 

（３）科目ごとの想定授業時数を出席していない者 

＜相対評価＞ 

③ｂの成績を基準にして、学生数の比率で、Ｓ（秀）評価：１割、Ａ(優)評価：４割、

Ｂ(良)評価：４割、Ｃ(可)評価：１割程度を目安とする。また、＜絶対評価＞Ｄ（不

可）評価の基準に該当する者はＤ（不可）評価をつける。 

 

Ｓ～Ｃ評価の者について、その科目の単位を認定し、Ｄ評価の者については、単位不

認定とする。単位数は、90分授業 15コマ分（30単位時間）を１単位とする。(公欠に

よる公欠科については 1 単位あたり 3コマを限度とする。) 

 

各学生の学修成果に基づき、あらかじめ設定した成績評価の方法・基準により、厳格

かつ適正に単位授与を実施している。 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

◆GPAの算定 

個々の授業科目についての成績評価に、それぞれに GPA ポイント※を設定し、「各科

目の単位数×GPA ポイント」の和を「履修単位数合計」で除して算出したものが GPA

になる。 

 ※GPAポイントは下表を参照する。 

成績評価 内容 GPAポイント 

S 

認定 

4.0 

A 3.0 

B 2.0 

C 1.0 

D 単位不認定 0 

 

    （4×S評価単位数＋3×A評価単位数＋2×B評価単位数＋1×C評価単位数） 

GPA ＝                                  

                  履修単位数合計 

GPAは学業成績表に記載される。 

 

あらかじめ設定した算出方法により GPAの数値を算出している。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
ホームページに公表 

 http://www.mirai.ac.jp/information/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 

http://www.mirai.ac.jp/information/


  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校では以下のような能力を身につけ、かつ、所定の単位数を修得した学生は卒業が

認定されます。 

[身につける能力] 

 ・各分野において業務遂行に必要とされる実務能力 

 ・社会人としての基本的能力（ビジネスマナー、コミュニケーション力、協調性等） 

 ・身につけた能力を具体的に証明する資格・検定 

[修得する単位数] 

専修学校設置基準第十六条に基づき、各学科で定める単位数以上を取得すること。 

＜学科別単位数一覧＞ 

学科名 修業年限 卒業認定単位数 

クリエイトデザイン学科 ２ ６２ 

ゲームクリエイター学科 ３ ９３ 

ブライダル・ホテル学科 ２ ６２ 

トータルビューティー学科 ２ ６２ 

医歯薬アシスタント学科 ２ ６２ 

パティシエ・ブーランジェ学科 ２ ６４ 

[卒業判定の手順] 

各学科の卒業認定単位数及び学費の納入を確認し、卒業判定会議にて審議し学校長が

卒業を認める。 

 

※各学科所定の修業年限を過ぎても、卒業基準を充たせない者については、卒業判定

会議で検討・決定する。 

※卒業基準に基づき、本校の課程を修了したことを認定するとともに、専門士の称号

を授与する。 

 

卒業の認定に関する方針や学生の取得単位数等を踏まえ卒業を認定している。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
ホームページに公表 

 http://www.mirai.ac.jp/information/ 
  

http://www.mirai.ac.jp/information/


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 

学校名 専門学校未来ビジネスカレッジ 

設置者名 学校法人 未来学舎 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-

info01_2026.pdf 

収支計算書又は損益計算書 
https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-

info01_2026.pdf  

財産目録 
https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-

info01_2026.pdf  

事業報告書 
https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-

info01_2026.pdf  

監事による監査報告（書） 
https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-

info01_2026.pdf  
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報  
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
クリエイトデザイン 

学科 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼間 

 

62単位時間／単位 

16 
単位時間

/単位 

15 
単位時間

/単位 

0 
単位時間

/単位 

0 
単位時間

/単位 

40 
単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 23 人 0人 2人 4人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画作成 

 教育課程（カリキュラム）より学科長を中心に年間授業予定、科目担当者配置を立案

し、副校長・教務部長の承認を得る。承認後、学科長より各科目担当者にシラバス作成

を依頼し、新年度開始前（３月末）までに作成している。 

 

授業計画公表 

 授業計画（シラバス）は各学科長が取りまとめ、授業開始前の学生オリエンテーショ

ンの際に年間授業予定（面積図）と各科目別授業計画（シラバス）を学生に配布（紙又

はデータ）して説明をしている。また、ホームページの公表時期は６月下旬としている。 

成績評価の基準・方法 

https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-info01_2026.pdf
https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-info01_2026.pdf
https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-info01_2026.pdf
https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-info01_2026.pdf
https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-info01_2026.pdf
https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-info01_2026.pdf
https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-info01_2026.pdf
https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-info01_2026.pdf
https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-info01_2026.pdf
https://mirai.ac.jp/information/pdf/zaimu/mirai-info01_2026.pdf


  

（概要） 

◆評価方法規程 

学則 第１０条の１及び２ 単位の認定及び学習評価 

学生の手引き ３．学習について ３成績評価 ①～⑦ 

 

成績評価方法は学生の手引きに記載され、また各科目による細かい基準は各シラバスに

記載されている。 

 

(学生の手引きより) 

①成績評価は原則として科目ごと、その終了時に評価する。ただし、再試験により評価

しなおすことがある。また、同一名称であっても、末尾に１・２または、Ａ・Ｂ等の記

号の付されているものは、それぞれ別の科目として取り扱う。 

②成績評価は、原則として下記「評価基準」に基づいて絶対評価又は相対評価にて行う。 

③評価基準 

 ａ．成績評価はＳ(秀)，Ａ(優)，Ｂ(良)，Ｃ(可)，Ｄ(不可)の５段階とする。 

 ｂ．当該科目終了時の、確認試験、中間試験、平素の授業態度、出科率、検定取得状

況、ホームワーク状況及び各学科における科目重要度等による総合成績。 

 

＜絶対評価＞ 概ね以下の基準に従って評価する。 

Ｓ(秀)評価  ：③ｂの成績が特に優秀な者（到達目標の９割以上） 

Ａ(優)評価  ：③ｂの成績が優秀な者（到達目標の８割以上９割未満） 

Ｂ(良)評価  ：③ｂの成績が良好な者（到達目標の７割以上８割未満） 

Ｃ(可)評価  ：③ｂの成績がやや劣る者（到達目標の６割以上７割未満） 

Ｄ(不可)評価 ：以下の各項に該当する者 

（１）③ｂの成績が著しく劣る者 

（２）授業態度、学習意欲が著しく劣る者 

（３）科目ごとの想定授業時数を出席していない者 

＜相対評価＞ 

③ｂの成績を基準にして、学生数の比率で、Ｓ（秀）評価：１割、Ａ(優)評価：４割、

Ｂ(良)評価：４割、Ｃ(可)評価：１割程度を目安とする。また、＜絶対評価＞Ｄ（不可）

評価の基準に該当する者はＤ（不可）評価をつける。 

 

Ｓ～Ｃ評価の者について、その科目の単位を認定し、Ｄ評価の者については、単位不認

定とする。単位数は、90分授業 15コマ分（30単位時間）を１単位とする。(公欠による

公欠科については 1単位あたり 3コマを限度とする。) 

 

各学生の学修成果に基づき、あらかじめ設定した成績評価の方法・基準により、厳格か

つ適正に単位授与を実施している。 

 

卒業・進級の認定基準 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校では以下のような能力を身につけ、かつ、所定の単位数を修得した学生は卒業が認

定されます。 

[身につける能力] 

 ・各分野において業務遂行に必要とされる実務能力 

 ・社会人としての基本的能力（ビジネスマナー、コミュニケーション力、協調性等） 

 ・身につけた能力を具体的に証明する資格・検定 

[修得する単位数] 

専修学校設置基準第十六条に基づき、各学科で定める単位数以上を取得すること。 



  

＜学科別単位数一覧＞ 

学科名 修業年限 卒業認定単位数 

クリエイトデザイン学科 ２ ６２ 

ゲームクリエイター学科 ３ ９３ 

ブライダル・ホテル学科 ２ ６２ 

トータルビューティー学科 ２ ６２ 

医歯薬アシスタント学科 ２ ６２ 

パティシエ・ブーランジェ学科 ２ ６４ 

[卒業判定の手順] 

各学科の卒業認定単位数及び学費の納入を確認し、卒業判定会議にて審議し学校長が卒

業を認める。 

 

※各学科所定の修業年限を過ぎても、卒業基準を充たせない者については、卒業判定会

議で検討・決定する。 

※卒業基準に基づき、本校の課程を修了したことを認定するとともに、専門士の称号を

授与する。 

 

卒業の認定に関する方針や学生の取得単位数等を踏まえ卒業を認定している。 

 

学修支援等 

（概要） 

担任制による個別相談体制 

長期欠席者への指導・対応 

①担任教員の個別面談、学生への電話、メール 

②担任教員の保護者連絡、保護者面談 

③学校長・副校長・学部長面談 

④個別カウンセリング(外部連携) 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 18人 

（100％） 

0人 

（0％） 

11 人 

（61.1％） 

7人 

（38.9％） 

（主な就職、業界等） 

印刷、デザイナー、一般事務、製造、飲食、宿泊など 

その他 就職未対応（3）活動中（4） 

（就職指導内容） 

就職適性診断、職業レディネステスト、個別面談等をふまえたキャリアプランニング指導、

就職試験（一般常識、面接）指導、模擬面接、就職ラリーの実施、企業情報提供、企業人・

卒業生の講演など。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ＷＥＢクリエイター能力認定検定 

Ｉｌｌｕｓｔｒａｔｏｒクリエイター能力認定試験 

Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐクリエイター能力認定試験 

色彩検定   他 



  

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状（2025年度） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  27人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

体調不良（2）、意欲欠如（1） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

①担任教員の個別面談、学生への電話、メール 

 ②担任教員の保護者連絡、保護者面談 

 ③学校長・副校長・学部長面談 

 ④個別カウンセリング(外部連携) 

 ⑤各種心理検査の活用 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
ゲームクリエイター 

学科 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

昼間 

 

93単位時間／単位 

47 
単位時間

/単位 

47 
単位時間

/単位 

91 
単位時間

/単位   

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

90人 21 人 0人 4人 1人 5人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画作成 

 教育課程（カリキュラム）より学科長を中心に年間授業予定、科目担当者配置を立案

し、副校長・教務部長の承認を得る。承認後、学科長より各科目担当者にシラバス作成

を依頼し、新年度開始前（３月末）までに作成している。 

 

授業計画公表 

 授業計画（シラバス）は各学科長が取りまとめ、授業開始前の学生オリエンテーショ

ンの際に年間授業予定（面積図）と各科目別授業計画（シラバス）を学生に配布（紙又

はデータ）して説明をしている。また、ホームページの公表時期は６月下旬としている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

◆評価方法規程 

学則 第１０条の１及び２ 単位の認定及び学習評価 

学生の手引き ３．学習について ３成績評価 ①～⑦ 

 

成績評価方法は学生の手引きに記載され、また各科目による細かい基準は各シラバスに

記載されている。 



  

 

(学生の手引きより) 

①成績評価は原則として科目ごと、その終了時に評価する。ただし、再試験により評価

しなおすことがある。また、同一名称であっても、末尾に１・２または、Ａ・Ｂ等の記

号の付されているものは、それぞれ別の科目として取り扱う。 

②成績評価は、原則として下記「評価基準」に基づいて絶対評価又は相対評価にて行う。 

③評価基準 

 ａ．成績評価はＳ(秀)，Ａ(優)，Ｂ(良)，Ｃ(可)，Ｄ(不可)の５段階とする。 

 ｂ．当該科目終了時の、確認試験、中間試験、平素の授業態度、出科率、検定取得状

況、ホームワーク状況及び各学科における科目重要度等による総合成績。 

 

＜絶対評価＞ 概ね以下の基準に従って評価する。 

Ｓ(秀)評価  ：③ｂの成績が特に優秀な者（到達目標の９割以上） 

Ａ(優)評価  ：③ｂの成績が優秀な者（到達目標の８割以上９割未満） 

Ｂ(良)評価  ：③ｂの成績が良好な者（到達目標の７割以上８割未満） 

Ｃ(可)評価  ：③ｂの成績がやや劣る者（到達目標の６割以上７割未満） 

Ｄ(不可)評価 ：以下の各項に該当する者 

（１）③ｂの成績が著しく劣る者 

（２）授業態度、学習意欲が著しく劣る者 

（３）科目ごとの想定授業時数を出席していない者 

＜相対評価＞ 

③ｂの成績を基準にして、学生数の比率で、Ｓ（秀）評価：１割、Ａ(優)評価：４割、

Ｂ(良)評価：４割、Ｃ(可)評価：１割程度を目安とする。また、＜絶対評価＞Ｄ（不可）

評価の基準に該当する者はＤ（不可）評価をつける。 

 

Ｓ～Ｃ評価の者について、その科目の単位を認定し、Ｄ評価の者については、単位不認

定とする。単位数は、90分授業 15コマ分（30単位時間）を１単位とする。(公欠による

公欠科については 1単位あたり 3コマを限度とする。) 

 

各学生の学修成果に基づき、あらかじめ設定した成績評価の方法・基準により、厳格か

つ適正に単位授与を実施している。 

卒業・進級の認定基準 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校では以下のような能力を身につけ、かつ、所定の単位数を修得した学生は卒業が認

定されます。 

[身につける能力] 

 ・各分野において業務遂行に必要とされる実務能力 

 ・社会人としての基本的能力（ビジネスマナー、コミュニケーション力、協調性等） 

 ・身につけた能力を具体的に証明する資格・検定 

[修得する単位数] 

専修学校設置基準第十六条に基づき、各学科で定める単位数以上を取得すること。 

＜学科別単位数一覧＞ 

学科名 修業年限 卒業認定単位数 

クリエイトデザイン学科 ２ ６２ 

ゲームクリエイター学科 ３ ９３ 

ブライダル・ホテル学科 ２ ６２ 

トータルビューティー学科 ２ ６２ 

医歯薬アシスタント学科 ２ ６２ 



  

パティシエ・ブーランジェ学科 ２ ６４ 

[卒業判定の手順] 

各学科の卒業認定単位数及び学費の納入を確認し、卒業判定会議にて審議し学校長が卒

業を認める。 

 

※各学科所定の修業年限を過ぎても、卒業基準を充たせない者については、卒業判定会

議で検討・決定する。 

※卒業基準に基づき、本校の課程を修了したことを認定するとともに、専門士の称号を

授与する。 

 

卒業の認定に関する方針や学生の取得単位数等を踏まえ卒業を認定している。 

 

学修支援等 

（概要） 

担任制による個別相談体制 

長期欠席者への指導・対応 

①担任教員の個別面談、学生への電話、メール 

②担任教員の保護者連絡、保護者面談 

③学校長・副校長・学部長面談 

④個別カウンセリング(外部連携) 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 11人 

（100％） 

0人 

（0％） 

7 人 

（67％） 

4人 

（43％） 

（主な就職、業界等） 

ゲーム制作会社、IT関連、デザイン映像 その他一般企業 

その他 就職未対応（2）活動中（2） 

（就職指導内容） 

就職適性診断、職業レディネステスト、個別面談等をふまえたキャリアプランニング指導、

就職試験（一般常識、面接）指導、模擬面接、就職ラリーの実施、企業情報提供、企業人・

卒業生の講演など。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ＣＧクリエイター検定ベーシック 

Ｃ言語プログラミング能力認定試験 

ワープロ検定 

情報処理技能検定 他 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状（2025年度） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  29人 2人  6.9％ 



  

（中途退学の主な理由） 

体調不良、進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

①担任教員の個別面談、学生への電話、メール 

 ②担任教員の保護者連絡、保護者面談 

 ③学校長・副校長・学部長面談 

 ④個別カウンセリング(外部連携) 

 ⑤各種心理検査の活用 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

ブライダル・ホテル 

学科 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼間 

 

62単位時間／単位 

24 
単位時間

/単位 

14 
単位時間

/単位 

40 
単位時間

/単位   

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 31人 0人 2人 5人 7人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画作成 

 教育課程（カリキュラム）より学科長を中心に年間授業予定、科目担当者配置を立案

し、副校長・教務部長の承認を得る。承認後、学科長より各科目担当者にシラバス作成

を依頼し、新年度開始前（３月末）までに作成している。 

 

授業計画公表 

 授業計画（シラバス）は各学科長が取りまとめ、授業開始前の学生オリエンテーショ

ンの際に年間授業予定（面積図）と各科目別授業計画（シラバス）を学生に配布（紙又

はデータ）して説明をしている。また、ホームページの公表時期は６月下旬としている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

◆評価方法規程 

学則 第１０条の１及び２ 単位の認定及び学習評価 

学生の手引き ３．学習について ３成績評価 ①～⑦ 

 

成績評価方法は学生の手引きに記載され、また各科目による細かい基準は各シラバスに

記載されている。 

 

(学生の手引きより) 

①成績評価は原則として科目ごと、その終了時に評価する。ただし、再試験により評価

しなおすことがある。また、同一名称であっても、末尾に１・２または、Ａ・Ｂ等の記

号の付されているものは、それぞれ別の科目として取り扱う。 

②成績評価は、原則として下記「評価基準」に基づいて絶対評価又は相対評価にて行う。 

③評価基準 



  

 ａ．成績評価はＳ(秀)，Ａ(優)，Ｂ(良)，Ｃ(可)，Ｄ(不可)の５段階とする。 

 ｂ．当該科目終了時の、確認試験、中間試験、平素の授業態度、出科率、検定取得状

況、ホームワーク状況及び各学科における科目重要度等による総合成績。 

 

＜絶対評価＞ 概ね以下の基準に従って評価する。 

Ｓ(秀)評価  ：③ｂの成績が特に優秀な者（到達目標の９割以上） 

Ａ(優)評価  ：③ｂの成績が優秀な者（到達目標の８割以上９割未満） 

Ｂ(良)評価  ：③ｂの成績が良好な者（到達目標の７割以上８割未満） 

Ｃ(可)評価  ：③ｂの成績がやや劣る者（到達目標の６割以上７割未満） 

Ｄ(不可)評価 ：以下の各項に該当する者 

（１）③ｂの成績が著しく劣る者 

（２）授業態度、学習意欲が著しく劣る者 

（３）科目ごとの想定授業時数を出席していない者 

＜相対評価＞ 

③ｂの成績を基準にして、学生数の比率で、Ｓ（秀）評価：１割、Ａ(優)評価：４割、

Ｂ(良)評価：４割、Ｃ(可)評価：１割程度を目安とする。また、＜絶対評価＞Ｄ（不可）

評価の基準に該当する者はＤ（不可）評価をつける。 

 

Ｓ～Ｃ評価の者について、その科目の単位を認定し、Ｄ評価の者については、単位不認

定とする。単位数は、90分授業 15コマ分（30単位時間）を１単位とする。(公欠による

公欠科については 1単位あたり 3コマを限度とする。) 

 

各学生の学修成果に基づき、あらかじめ設定した成績評価の方法・基準により、厳格か

つ適正に単位授与を実施している。 

卒業・進級の認定基準 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校では以下のような能力を身につけ、かつ、所定の単位数を修得した学生は卒業が認

定されます。 

[身につける能力] 

 ・各分野において業務遂行に必要とされる実務能力 

 ・社会人としての基本的能力（ビジネスマナー、コミュニケーション力、協調性等） 

 ・身につけた能力を具体的に証明する資格・検定 

[修得する単位数] 

専修学校設置基準第十六条に基づき、各学科で定める単位数以上を取得すること。 

＜学科別単位数一覧＞ 

学科名 修業年限 卒業認定単位数 

クリエイトデザイン学科 ２ ６２ 

ゲームクリエイター学科 ３ ９３ 

ブライダル・ホテル学科 ２ ６２ 

トータルビューティー学科 ２ ６２ 

医歯薬アシスタント学科 ２ ６２ 

パティシエ・ブーランジェ学科 ２ ６４ 

[卒業判定の手順] 

各学科の卒業認定単位数及び学費の納入を確認し、卒業判定会議にて審議し学校長が卒

業を認める。 

 

※各学科所定の修業年限を過ぎても、卒業基準を充たせない者については、卒業判定会

議で検討・決定する。 



  

※卒業基準に基づき、本校の課程を修了したことを認定するとともに、専門士の称号を

授与する。 

 

卒業の認定に関する方針や学生の取得単位数等を踏まえ卒業を認定している。 

 

学修支援等 

（概要） 

担任制による個別相談体制 

長期欠席者への指導・対応 

①担任教員の個別面談、学生への電話、メール 

②担任教員の保護者連絡、保護者面談 

③学校長・副校長・学部長面談 

④個別カウンセリング(外部連携) 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 12人 

（100％） 

0人 

（0％） 

12 人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

専門式場、ホテル、旅館、レストラン業界等 など 

（就職指導内容） 

就職適性診断、職業レディネステスト、個別面談等をふまえたキャリアプランニング指導、

就職試験（一般常識、面接）指導、模擬面接、就職ラリーの実施、企業情報提供、企業人・

卒業生の講演など。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

認定ウェディングスペシャリスト 

認定ウェディングプランナー 

認定ドレスコーディネータ 

ブライダルコーディネート技能検定 

ホテル実務技能認定試験 

レストランサービス技能検定 

ホスピタリティ検定 

色彩検定   他 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状（2025年度） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  27人 1人  3.7％ 

（中途退学の主な理由） 

体調不良 



  

（中退防止・中退者支援のための取組） 

①担任教員の個別面談、学生への電話、メール 

 ②担任教員の保護者連絡、保護者面談 

 ③学校長・副校長・学部長面談 

 ④個別カウンセリング(外部連携) 

 ⑤各種心理検査の活用 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

トータルビューティ 

学科 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼間 

 

62単位時間／単位 

１４ 
単位時間

/単位 

３ 
単位時間

/単位 

７１ 
単位時間

/単位   

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 20 人 0人 2人 4人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画作成 

 教育課程（カリキュラム）より学科長を中心に年間授業予定、科目担当者配置を立案

し、副校長・教務部長の承認を得る。承認後、学科長より各科目担当者にシラバス作成

を依頼し、新年度開始前（３月末）までに作成している。 

 

授業計画公表 

 授業計画（シラバス）は各学科長が取りまとめ、授業開始前の学生オリエンテーショ

ンの際に年間授業予定（面積図）と各科目別授業計画（シラバス）を学生に配布（紙又

はデータ）して説明をしている。また、ホームページの公表時期は６月下旬としている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

◆評価方法規程 

学則 第１０条の１及び２ 単位の認定及び学習評価 

学生の手引き ３．学習について ３成績評価 ①～⑦ 

 

成績評価方法は学生の手引きに記載され、また各科目による細かい基準は各シラバスに

記載されている。 

 

(学生の手引きより) 

①成績評価は原則として科目ごと、その終了時に評価する。ただし、再試験により評価

しなおすことがある。また、同一名称であっても、末尾に１・２または、Ａ・Ｂ等の記

号の付されているものは、それぞれ別の科目として取り扱う。 

②成績評価は、原則として下記「評価基準」に基づいて絶対評価又は相対評価にて行う。 

③評価基準 

 ａ．成績評価はＳ(秀)，Ａ(優)，Ｂ(良)，Ｃ(可)，Ｄ(不可)の５段階とする。 

 ｂ．当該科目終了時の、確認試験、中間試験、平素の授業態度、出科率、検定取得状

況、ホームワーク状況及び各学科における科目重要度等による総合成績。 



  

 

＜絶対評価＞ 概ね以下の基準に従って評価する。 

Ｓ(秀)評価  ：③ｂの成績が特に優秀な者（到達目標の９割以上） 

Ａ(優)評価  ：③ｂの成績が優秀な者（到達目標の８割以上９割未満） 

Ｂ(良)評価  ：③ｂの成績が良好な者（到達目標の７割以上８割未満） 

Ｃ(可)評価  ：③ｂの成績がやや劣る者（到達目標の６割以上７割未満） 

Ｄ(不可)評価 ：以下の各項に該当する者 

（１）③ｂの成績が著しく劣る者 

（２）授業態度、学習意欲が著しく劣る者 

（３）科目ごとの想定授業時数を出席していない者 

＜相対評価＞ 

③ｂの成績を基準にして、学生数の比率で、Ｓ（秀）評価：１割、Ａ(優)評価：４割、

Ｂ(良)評価：４割、Ｃ(可)評価：１割程度を目安とする。また、＜絶対評価＞Ｄ（不可）

評価の基準に該当する者はＤ（不可）評価をつける。 

 

Ｓ～Ｃ評価の者について、その科目の単位を認定し、Ｄ評価の者については、単位不認

定とする。単位数は、90分授業 15コマ分（30単位時間）を１単位とする。(公欠による

公欠科については 1単位あたり 3コマを限度とする。) 

 

各学生の学修成果に基づき、あらかじめ設定した成績評価の方法・基準により、厳格か

つ適正に単位授与を実施している。 

卒業・進級の認定基準 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校では以下のような能力を身につけ、かつ、所定の単位数を修得した学生は卒業が認

定されます。 

[身につける能力] 

 ・各分野において業務遂行に必要とされる実務能力 

 ・社会人としての基本的能力（ビジネスマナー、コミュニケーション力、協調性等） 

 ・身につけた能力を具体的に証明する資格・検定 

[修得する単位数] 

専修学校設置基準第十六条に基づき、各学科で定める単位数以上を取得すること。 

＜学科別単位数一覧＞ 

学科名 修業年限 卒業認定単位数 

クリエイトデザイン学科 ２ ６２ 

ゲームクリエイター学科 ３ ９３ 

ブライダル・ホテル学科 ２ ６２ 

トータルビューティー学科 ２ ６２ 

医歯薬アシスタント学科 ２ ６２ 

パティシエ・ブーランジェ学科 ２ ６４ 

[卒業判定の手順] 

各学科の卒業認定単位数及び学費の納入を確認し、卒業判定会議にて審議し学校長が卒

業を認める。 

 

※各学科所定の修業年限を過ぎても、卒業基準を充たせない者については、卒業判定会

議で検討・決定する。 

※卒業基準に基づき、本校の課程を修了したことを認定するとともに、専門士の称号を

授与する。 

 



  

卒業の認定に関する方針や学生の取得単位数等を踏まえ卒業を認定している。 

 

学修支援等 

（概要） 

担任制による個別相談体制 

長期欠席者への指導・対応 

①担任教員の個別面談、学生への電話、メール 

②担任教員の保護者連絡、保護者面談 

③学校長・副校長・学部長面談 

④個別カウンセリング(外部連携) 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 8人 

（100％） 

0人 

（0％） 

8 人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

エステティックサロン、ネイルサロン 

（就職指導内容） 

就職適性診断、職業レディネステスト、個別面談等をふまえたキャリアプランニング指導、

就職試験（一般常識、面接）指導、模擬面接、就職ラリーの実施、企業情報提供、企業人・

卒業生の講演など。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ＡＥＡ上級認定エステティシャン 

ネイリスト技能検定 

ネイルサロン衛生管理技士 

ＪＮＡジェルネイル技能検定 

シュウウエムラメイクアップ技術検定 

日本化粧品検定 

色彩検定   他 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状（2025年度） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  19人 1人  5.3％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

①担任教員の個別面談、学生への電話、メール 

 ②担任教員の保護者連絡、保護者面談 

 ③学校長・副校長・学部長面談 



  

 ④個別カウンセリング(外部連携) 

 ⑤各種心理検査の活用 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

医歯薬アシスタント 

学科 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼間 

 

６２単位時間／単位 

２９ 
単位時間

/単位 

２７ 
単位時間

/単位 

１２ 
単位時間

/単位   

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 0人 0人 0人  0人 0人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画作成 

 教育課程（カリキュラム）より学科長を中心に年間授業予定、科目担当者配置を立案

し、副校長・教務部長の承認を得る。承認後、学科長より各科目担当者にシラバス作成

を依頼し、新年度開始前（３月末）までに作成している。 

 

授業計画公表 

 授業計画（シラバス）は各学科長が取りまとめ、授業開始前の学生オリエンテーショ

ンの際に年間授業予定（面積図）と各科目別授業計画（シラバス）を学生に配布（紙又

はデータ）して説明をしている。また、ホームページの公表時期は６月下旬としている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

◆評価方法規程 

学則 第１０条の１及び２ 単位の認定及び学習評価 

学生の手引き ３．学習について ３成績評価 ①～⑦ 

 

成績評価方法は学生の手引きに記載され、また各科目による細かい基準は各シラバスに

記載されている。 

 

(学生の手引きより) 

①成績評価は原則として科目ごと、その終了時に評価する。ただし、再試験により評価

しなおすことがある。また、同一名称であっても、末尾に１・２または、Ａ・Ｂ等の記

号の付されているものは、それぞれ別の科目として取り扱う。 

②成績評価は、原則として下記「評価基準」に基づいて絶対評価又は相対評価にて行う。 

③評価基準 

 ａ．成績評価はＳ(秀)，Ａ(優)，Ｂ(良)，Ｃ(可)，Ｄ(不可)の５段階とする。 

 ｂ．当該科目終了時の、確認試験、中間試験、平素の授業態度、出科率、検定取得状

況、ホームワーク状況及び各学科における科目重要度等による総合成績。 

 

＜絶対評価＞ 概ね以下の基準に従って評価する。 

Ｓ(秀)評価  ：③ｂの成績が特に優秀な者（到達目標の９割以上） 



  

Ａ(優)評価  ：③ｂの成績が優秀な者（到達目標の８割以上９割未満） 

Ｂ(良)評価  ：③ｂの成績が良好な者（到達目標の７割以上８割未満） 

Ｃ(可)評価  ：③ｂの成績がやや劣る者（到達目標の６割以上７割未満） 

Ｄ(不可)評価 ：以下の各項に該当する者 

（１）③ｂの成績が著しく劣る者 

（２）授業態度、学習意欲が著しく劣る者 

（３）科目ごとの想定授業時数を出席していない者 

＜相対評価＞ 

③ｂの成績を基準にして、学生数の比率で、Ｓ（秀）評価：１割、Ａ(優)評価：４割、

Ｂ(良)評価：４割、Ｃ(可)評価：１割程度を目安とする。また、＜絶対評価＞Ｄ（不可）

評価の基準に該当する者はＤ（不可）評価をつける。 

 

Ｓ～Ｃ評価の者について、その科目の単位を認定し、Ｄ評価の者については、単位不認

定とする。単位数は、90分授業 15コマ分（30単位時間）を１単位とする。(公欠による

公欠科については 1単位あたり 3コマを限度とする。) 

 

各学生の学修成果に基づき、あらかじめ設定した成績評価の方法・基準により、厳格か

つ適正に単位授与を実施している。 

卒業・進級の認定基準 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校では以下のような能力を身につけ、かつ、所定の単位数を修得した学生は卒業が認

定されます。 

[身につける能力] 

 ・各分野において業務遂行に必要とされる実務能力 

 ・社会人としての基本的能力（ビジネスマナー、コミュニケーション力、協調性等） 

 ・身につけた能力を具体的に証明する資格・検定 

[修得する単位数] 

専修学校設置基準第十六条に基づき、各学科で定める単位数以上を取得すること。 

＜学科別単位数一覧＞ 

学科名 修業年限 卒業認定単位数 

クリエイトデザイン学科 ２ ６２ 

ゲームクリエイター学科 ３ ９３ 

ブライダル・ホテル学科 ２ ６２ 

トータルビューティー学科 ２ ６２ 

医歯薬アシスタント学科 ２ ６２ 

パティシエ・ブーランジェ学科 ２ ６４ 

[卒業判定の手順] 

各学科の卒業認定単位数及び学費の納入を確認し、卒業判定会議にて審議し学校長が卒

業を認める。 

 

※各学科所定の修業年限を過ぎても、卒業基準を充たせない者については、卒業判定会

議で検討・決定する。 

※卒業基準に基づき、本校の課程を修了したことを認定するとともに、専門士の称号を

授与する。 

 

卒業の認定に関する方針や学生の取得単位数等を踏まえ卒業を認定している。 

 

学修支援等 



  

（概要） 

担任制による個別相談体制 

長期欠席者への指導・対応 

①担任教員の個別面談、学生への電話、メール 

②担任教員の保護者連絡、保護者面談 

③学校長・副校長・学部長面談 

④個別カウンセリング(外部連携) 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載）※医療秘書学科 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 3人 

（100％） 

0人 

（％） 

3 人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

総合病院、薬局 

（就職指導内容） 

就職適性診断、職業レディネステスト、個別面談等をふまえたキャリアプランニング指導、

就職試験（一般常識、面接）指導、模擬面接、就職ラリーの実施、企業情報提供、企業人・

卒業生の講演など。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

  医療事務管理士技能認定試験医科（両科） 

  ワープロ検定 

  情報処理技能検定試験（表計算） 他 

（備考）（任意記載事項） 

2026 年度募集停止 

 

中途退学の現状（2024度） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  3人 0人  0% 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

①担任教員の個別面談、学生への電話、メール 

 ②担任教員の保護者連絡、保護者面談 

 ③学校長・副校長・学部長面談 

 ④個別カウンセリング(外部連携) 

 ⑤各種心理検査の活用 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 衛生専門課程 
パティシエ・ブーラ

ンジェ学科 
○  

修業 昼夜 全課程の修了に必要な総 開設している授業の種類 



  

年限 授業時数又は総単位数 講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼間 

 

64単位時間／単位 

２７ 
単位時間

/単位 

４ 
単位時間

/単位 

５１ 
単位時間

/単位   

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 29人 0人 3人 7人 10人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画作成 

 教育課程（カリキュラム）より学科長を中心に年間授業予定、科目担当者配置を立案

し、副校長・教務部長の承認を得る。承認後、学科長より各科目担当者にシラバス作成

を依頼し、新年度開始前（３月末）までに作成している。 

 

授業計画公表 

 授業計画（シラバス）は各学科長が取りまとめ、授業開始前の学生オリエンテーショ

ンの際に年間授業予定（面積図）と各科目別授業計画（シラバス）を学生に配布（紙又

はデータ）して説明をしている。また、ホームページの公表時期は６月下旬としている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

◆評価方法規程 

学則 第１０条の１及び２ 単位の認定及び学習評価 

学生の手引き ３．学習について ３成績評価 ①～⑦ 

 

成績評価方法は学生の手引きに記載され、また各科目による細かい基準は各シラバスに

記載されている。 

 

(学生の手引きより) 

①成績評価は原則として科目ごと、その終了時に評価する。ただし、再試験により評価

しなおすことがある。また、同一名称であっても、末尾に１・２または、Ａ・Ｂ等の記

号の付されているものは、それぞれ別の科目として取り扱う。 

②成績評価は、原則として下記「評価基準」に基づいて絶対評価又は相対評価にて行う。 

③評価基準 

 ａ．成績評価はＳ(秀)，Ａ(優)，Ｂ(良)，Ｃ(可)，Ｄ(不可)の５段階とする。 

 ｂ．当該科目終了時の、確認試験、中間試験、平素の授業態度、出科率、検定取得状

況、ホームワーク状況及び各学科における科目重要度等による総合成績。 

 

＜絶対評価＞ 概ね以下の基準に従って評価する。 

Ｓ(秀)評価  ：③ｂの成績が特に優秀な者（到達目標の９割以上） 

Ａ(優)評価  ：③ｂの成績が優秀な者（到達目標の８割以上９割未満） 

Ｂ(良)評価  ：③ｂの成績が良好な者（到達目標の７割以上８割未満） 

Ｃ(可)評価  ：③ｂの成績がやや劣る者（到達目標の６割以上７割未満） 

Ｄ(不可)評価 ：以下の各項に該当する者 

（１）③ｂの成績が著しく劣る者 

（２）授業態度、学習意欲が著しく劣る者 

（３）科目ごとの想定授業時数を出席していない者 

＜相対評価＞ 



  

③ｂの成績を基準にして、学生数の比率で、Ｓ（秀）評価：１割、Ａ(優)評価：４割、

Ｂ(良)評価：４割、Ｃ(可)評価：１割程度を目安とする。また、＜絶対評価＞Ｄ（不可）

評価の基準に該当する者はＤ（不可）評価をつける。 

 

Ｓ～Ｃ評価の者について、その科目の単位を認定し、Ｄ評価の者については、単位不認

定とする。単位数は、90分授業 15コマ分（30単位時間）を１単位とする。(公欠による

公欠科については 1単位あたり 3コマを限度とする。) 

 

各学生の学修成果に基づき、あらかじめ設定した成績評価の方法・基準により、厳格か

つ適正に単位授与を実施している。 

卒業・進級の認定基準 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校では以下のような能力を身につけ、かつ、所定の単位数を修得した学生は卒業が認

定されます。 

[身につける能力] 

 ・各分野において業務遂行に必要とされる実務能力 

 ・社会人としての基本的能力（ビジネスマナー、コミュニケーション力、協調性等） 

 ・身につけた能力を具体的に証明する資格・検定 

[修得する単位数] 

専修学校設置基準第十六条に基づき、各学科で定める単位数以上を取得すること。 

＜学科別単位数一覧＞ 

学科名 修業年限 卒業認定単位数 

クリエイトデザイン学科 ２ ６２ 

ゲームクリエイター学科 ３ ９３ 

ブライダル・ホテル学科 ２ ６２ 

トータルビューティー学科 ２ ６２ 

医歯薬アシスタント学科 ２ ６２ 

パティシエ・ブーランジェ学科 ２ ６４ 

[卒業判定の手順] 

各学科の卒業認定単位数及び学費の納入を確認し、卒業判定会議にて審議し学校長が卒

業を認める。 

 

※各学科所定の修業年限を過ぎても、卒業基準を充たせない者については、卒業判定会

議で検討・決定する。 

※卒業基準に基づき、本校の課程を修了したことを認定するとともに、専門士の称号を

授与する。 

 

卒業の認定に関する方針や学生の取得単位数等を踏まえ卒業を認定している。 

 

学修支援等 

（概要） 

担任制による個別相談体制 

長期欠席者への指導・対応 

①担任教員の個別面談、学生への電話、メール 

②担任教員の保護者連絡、保護者面談 

③学校長・副校長・学部長面談 

④個別カウンセリング(外部連携) 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 16人 

（100％） 

0人 

（0％） 

13 人 

（81.3％） 

3人 

（13.7％） 

（主な就職、業界等） 

製菓、製パン、カフェ、食品製造、宿泊施設 など 

その他 進学予定（1）、就職未対応（2） 

（就職指導内容） 

就職適性診断、職業レディネステスト、個別面談等をふまえたキャリアプランニング指導、

就職試験（一般常識、面接）指導、模擬面接、就職ラリーの実施、企業情報提供、企業人・

卒業生の講演など。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

製菓衛生師 

ワープロ・表計算検定   他 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状（2025年度） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  35人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

①担任教員の個別面談、学生への電話、メール 

 ②担任教員の保護者連絡、保護者面談 

 ③学校長・副校長・学部長面談 

 ④個別カウンセリング(外部連携) 

 ⑤各種心理検査の活用 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考 

（任意記載事項） 

クリエイトデザイン学科 160,000円 630,000円 270,000 円 施設整備費 

ゲームクリエイター学科 160,000円 670,000円 370,000 円 施設整備費 

ブライダル・ホテル学科 160,000円 610,000円 240,000 円 施設整備費 

トータルビューティ-学科 160,000円 610,000円 240,000 円 施設整備費 

医歯薬アシスタント学科 160,000円 600,000円 200,000 円 施設整備費 

パティシエ・ブーランジェ学科 160,000円 670,000円 280,000 円 施設整備費 

修学支援（任意記載事項）     

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.mirai.ac.jp/information/pdf/mit-info01.pdf 

 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

・主な評価項目 

  教育理念目標、学校運営、教育活動、学修成果、学生支援、教育環境、 

学生の受入れ募集、財務、教育の内部質保証システム、社会貢献・地域貢献 

・評価委員の構成 

  委員の定数：５名 

  委員の選出区分：学科それぞれの関連業界または団体の従事者 ４名 

          大学等に在職する学識経験者 １名 

・評価結果の活用方法 

  年度末の３月に次年度における学校機関ならびに学科の年度運営方針を各学科、 

各部署の長が策定する。この際に学校関係者評価報告書を踏まえた改善方策の 

検討を同時に行って年度方針に反映させる。 

この運営方針を３月末の教職員全体会議で表明し、次年度４月より各学科・各 

部署の長の主導により実施する。新年度運営方針全体の責任者は校長とする。 

実施時期は、大きく前期・後期の項目に分け、年間スケジュールに配分する。 

 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

清泉女学院短期大学  2024年 10月 1日 

～2026年 9月 30日 

学識経験者 

株式会社 たちばな 2024年 10月 1日 

～2026年 9月 30日 

企業等委員 

パン工房 ブール 2024年 10月 1日 

～2026年 9月 30日 

企業等委員 

ポアレスチュール  2024年 10月 1日 

～2026年 9月 30日 

企業等委員 

http://www.mirai.ac.jp/information/pdf/mit-info01.pdf


  

でざいんと 2024年 10月 1日 

～2026年 9月 30日 

企業等委員 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.mirai.ac.jp/information/pdf/mit-info02.pdf 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.mirai.ac.jp/mit/ 

 

 
備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 

http://www.mirai.ac.jp/information/pdf/mit-info02.pdf
http://www.mirai.ac.jp/mit/

